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今年もビ、ツグひな祭りの季節がやって

きました。� 100段のひな壇等に� 1万体のひ

な人形が飾られています。� 

11 転入)男2

<3月3日伺)まで，勤労者体育館 (横瀬)において開催されています。〉� 

⑩⑧⑨ (世帯数)2，075戸 (人口)男 3，524人 女�  3，806人計�  7，330人(平成� 9年� 1月31日現在)

(出生)男2 女1 計3 死亡)男6 女5 計 女2 計4 転出)男� 9 女10 計19

⑨⑧ 広報かつうら� 3月号第321号平成9年� 3月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEし(08854)2-2511附� FAX2-3028 
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あかりをつけましょぼんぼりに
今年もビッグひな祭りの季節がやってきました
100段のひな段等に1万体のひな人形が飾られています
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徳
島
県
公
安
委
員
会
か
ら
中
西
文

夫
さ
ん
と
稼
勢
栄

一
さ
ん
が
平
成
九
年

一
月

一
日
か
ら
二
年
間
、
小
松
島
地
域

紺
綬
褒
章
授
与

人ノ

O
)

稼 勢 栄ーさん 中西文夫さん

勝浦町大字三渓字中村 勝浦町大字星谷字山下

まま 2-3519 含 2-3080

美
馬
安
雄
さ
ん
(
久
国
)

平
成
八
年
春
に
美
馬
安
雄
さ
ん
か

ら
公
益
の
た
め
に
と
多
額
の
寄
附
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
紺
綬
褒
章
が
授

与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
の
栄
典
に
心
か
ら
お
喜

び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

(
紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
、
私

財
を
寄
附
し
た
方
に
授
与
さ
れ
る
も

の
で
す
。
個
人
は
五
百
万
円
以
上
、

団
体
は
一
千
万
円
以
上
)

交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
さ
ん
の
委
嘱

(事
務
局

交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
と
し
て
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
は
、

法
的
地
位
が
「
道
路
交
通
法
」
に
基

づ
く
「
名
誉
職
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
り
、
「
国
家
公
安
委
員
規
則
」
で

定
め
る
交
通
安
全
の
広
報
・
啓
発
、

協
力
の
要
請
、
相
談 
(
ア
ド
バ
イ
ス 
)、

協
力
援
助
、
実
地
調
査
な
ど
の
活
動

を
行
い
ま
す
。

住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

交
通
の
諸
問
題
に
つ
い
て
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
先

小
松
島
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
協
議
会 

小
松
島
警
察
署
内

E
O
八
八
五
三 
l
二
lO
一一

 

中
山
区
に

だ
ん
じ
り
の
山
霊
完
成

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成

(
平
成
八
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業
)

九
月
二
十
九
日
、
老
朽
化
し
て

い
た
中
山
区
の
秋
祭
り
の
山
車
が

完
成
し
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
十
月
十

一
日
、
十
二
日

の
秋
祭
り
本
番
に
は
、
早
速
子
ど

も
た
ち
が
こ
の
山
車
に
乗
り
こ
み
、

元
気
な
だ
ん
じ
り
ば
や
し
が
中
山

八
幡
神
社
に
鳴
り
響
い
て
い
ま
し

た
。

可 
¥J 

平成 9年4月から 原則としてすべての事業場で
 
1週40時間労働制が適用になります。


労働基準法では，現在 1週間の法定労働時間につい

て， 一定の規模・業種に限って 40時間の適用を猶予す

る措置がとられていますが，この猶予措置は平成 9年 

3月31日までとな っており， 平成  9年 4月 1日以降は，

一部の特例を除き.すべての事業場で週40時聞が適用

されます。したがって，まだ 1週の所定労働時聞が40

時間以下にな っていない事業場は，平成 9年 4月 1日

からの法施行に間にあうよう，計画的に週所定労働時

間の短縮を進めてください。

なお，労働基準法や労働時間短縮については，徳島

労働基準局または最寄りの労働基準監督署までお気軽

にご相談ください。

・徳島労働基準局	 干 770徳島市徳島町城ノ内 6-6 

ft0886--52--9141 

※「一部の特例」とは，次に掲げる業種の事業場のう

ち，常時使用する労働者の数が10人未満である事業

場です。特例事業場の 1週の法定労働時間は現在46

時間です。

労働時間の特例の対象となる事業場

商業(卸売業， 小売業，理容 ・美容業等)

映画演劇業(映画等の制作・配給の事業，映画館，

劇場等)

保健衛生業(医療保健業，社会福祉施設，公衆浴場等)

接客娯楽業〈飲食庖，旅館業，娯楽事業，遊戯場等)

上記の業種のうち常時使用する労働者数が 9人以

下の事業場

図
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入会者と仕事の発注者
募集のお知らせ

• 


〆戸司町、、

回

入
会
や
発
注
に
つ
き
ま
し
て
の
詳
し

い
こ
と
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

連
絡
先

V

シルバー人材センター標準賃金表� 

ん
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
ま
か
せ

い
た
だ
け
る
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮

な
く
「
仕
事
の
発
注
者
」
に
な
っ
て
ほ
し

増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
み
な
さ

い
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

貸付資金のご利用をグ

生活福祉資金は，

世帯の安定と豊かな生活を支援する貸付制度です。

「生活福祉資金貸付制度」は.低所得世帯や

高齢者.障害者の自立・生活の安定を目的とし

て地域の社会福祉協議会が主体となり.民生委

員等の関係機関-団体の協力のもとに実施され

ています。この制度は.さまざまな資金の目的

に利用でき，世帯の生活の安定に応えられる有

利な貸付制度です。

・資金の目的

社
会
福
祉
協
議
会
内

シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー 

(
宮
二
|
四
六
五
二
)

・低所得世帝の自立生活支援のためにー

・身体障害者や高齢者の社会参加促進と世帯の家庭生活の安定のた

めに-

-在宅福祉の積極的推進をめざして


・貸付対象

この資金は� r低所得世帯J r身体障害者世帯」 「高齢者世帯」の

み利用することができます。� 

資金の種類 主 な 資 金 使 途

更生資金 生業(自営業)・就職・技能習得に際し必要な経費

身体障害者
更生資金

身体障害者世宇野の生業(自営業)・就職-技能習得(;:
際し必要な経費

生活資金 療養中-技能習得中の生活費

福祉資金 臨時的・一時的に必要となった経費等

住宅資金 住宅の摺築・改築・補修等にかかる経費

修学資金 学校に就学するときの経費

療養資金 病気・けが時の治療費等

災害援護資金 災害を受けたときの復旧経費

職 群 職 種 日寺 給

専門技術 教育，設計，編集，校正� 550~750円

事務整理 経理一般，整理・整頓� 500~550円

折衝外交
販売，外交，集金� 
各種調査

450~650円 l

技 古E植木せ努ん定外� 550~750円

。 大工・左官� 750~850円

単純作業
各種屋外作業� 
各種屋内作業

450~650円 |

管理 ・監視 宿日直 日額4，400円

ペシ 清掃 ・管理� 450~550円

。 駐車場，倉庫� 550~650円

サービス
家事手伝，病人介護� 
留守番，保育

450~550円

j争 重Eヨ主

賞状(1枚1，500円)� 
宛名書毛筆 1 枚 15~17円

硬筆 l 枚10~12円+ 1，000円

勝
浦
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
県
や
町
の
ご
支
援
の
も
と
、
県

下
十
五
の
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て
平

成
八
年
四
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
長
い
人
生
経
験
を

も
っ
高
齢
者
が
相
寄
り
相
助
け
、
社
会

に
奉
仕
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
き
が
い
を
高
め
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
お
り
ま
す
。

や
が
て
一
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

三
十
三
名
の
入
会
者
が
あ
り
、
町
役

場
等
の
公
的
機
関
や
民
間
の
工
場

・

農
家
の
仕
事
発
注
も
あ
り
、
段
々
と

基
礎
が
固
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
次
年
度
を
迎
え
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
ま
す
ま
す
の
進
展

を
願
っ
て
、
「
入
会
者
」
や
「
仕
事
の

発
注
者
」
を
募
集
し
ま
す
。

「
入
会
者
」
に
つ
き
ま
し
で
は
、

年
齢
が
約
六
十
歳
以
上
で
あ
り
、
働

ら
く
意
欲
の
あ
る
人
を
望
ん
で
お
り

ま
す
。仕

事
に
つ
き
ま
し
た
と
き
の
配
分

金
(
賃
金
)
は
下
表
の
と
お
り
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
入
会
金
と
し
て
一
千
円
が

必
要
で
す
が
、
こ
れ
は
傷
害
保
険
の

一
部
に
充
当
い
た
し
ま
す
。

数
多
く
の
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

会
員
の
数
が
増
え
ま
す
と
、
仕
事
の
量
も

女申し込み手続きに関するお問い合わせは

勝浦町社会福祉協議会.または地区の担当民生委員

MUS04
テキストボックス
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入会者と仕事の発注者募集のお知らせ
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ご存じですか?
就学援助制度

¥、-

¥ー

。

。

。 

O

0

す
る
場
合
、
医
療
費
、
給
食
費
、
学
用
品
等
の
助
成
が
受
け

ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〈受
給
資
格
〉

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を

受
け
た

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を
希
望
し
、
求

職
申
し
込
み
を
し
て
い
る

⑥

世
帯
全
体
の
収
入
が

一
定
額
以
下
で
あ
る
。

〈申
請
書
提
出
期
間
〉

平
成
九
年
四
月
一
日

1
四
月
二
十
一
日

な
お
、
申
請
書
の
様
式
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
勝
浦
町
教

育
委
員
会
事
務
局 

(
宮
二
|
二
五
一
五
)
ま
で
。

三
月
二
十
二
日
∞

午
後
二
時
か
ら

徳
島
本
格 

ケ

午
後
七
時
か
ら

(
二
回
よ
映
)

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

虹
を
つ
か
む
男

料
金
一
人
一
回
五
百
円

勝浦町大工組合か 5

円|こ!0，∞19日当を 

平成 9年勝浦町大工組合

総会において，平成 9年 4

月 1日から日当を 1万 9千

円に決定しました。みなさ

まのご理解とご協力をお願

いいたします。

固定資産課税台帳の

縦覧日の変更について

平成 9年度固定資産課税

台帳の縦覧日は，法令が一

部改正になったため，今年

は 4月 1日から 4月21日の

聞に変更〈よりました。

⑬
勝
浦
町
育
英
奨
茎
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て

・
募
集
期
間

平
成
九
年
四
月
一
日

1

四
月
二
十
一
日

-
採
用
予
定
人
員

高

校

生

四

人

程

度

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
生二

人
程
度


大

学

生

五

人

程

度


・
奨
学
貸
付
金
等
の
額

高
校
生
月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
生

月
額
三
万
円
以
内


大

学

生

月

額

三
万
円
以
内


徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
入
学
準


備
金
・
大
学
入
学
準
備
金


小

・
中
学
生
の
児
童

・
生
徒
が
い
る
家
庭
で
、
次
に
該
当

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

・
応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

一
、
奨
学
金
貸
付
願
書

二
、
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

三
、
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

四
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子

弟
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

(住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
)

五
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可

書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ

り
ま
す
の
で
、
書
類
の
様
式
、
応

募
方
法
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
教

育
委
員
会
事
務
局
(
宮
二
|
二
五

一
五 
)
ま
で
。

町
民
交
通
傷
害
保
険

家
族
ぐ
る
み
で


交
通
事
故
に


備
え
ま
し
ょ
う
ノ


交
通
事
故
が
家
族
に
も
た
ら
す

影
響
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
、
い
つ
事
故
に
遭
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
万
一
に
備
え
、

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

・
申
込
先

役
場
住
民
福
祉
課

・
申
込
受
付
期
間

三
月
三
日 
1
三
月
三
十

一
日

・
申
込
書

別
紙
折
り
込
み
チ
ラ
シ

加
入
申
込
書
を
切
り
取
り
、

加
入
者
氏
名
等
を
記
入
の
う
え
、

保
険
料
を
添
え
て
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
受
取
人
を
指
定
す
る


場
合
は
、
加
入
者
の
印
鑑
も
持


参
し
て
く
だ
さ
い
。


-
保
険
期
間

四
月
一
日
か
ら
一
年
間

・
保
険
料

一
口
四
百
八
十
円

(
一
人
二
口
ま
で
)

但
し
、
四
月
一
日
現
在
で
保


育
所
・
幼
稚
園
児
、
小
中
学
生


に
つ
い
て
は
、

一
口
の
み
町
、
が


半
額
負
担
し
ま
す
。


お
正
月
に
見
ら
れ
た
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
徳
島
脇
町
を
舞
台
に
本

格
的
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
く
り
ひ
ろ
げ

た
「
虹
を
つ
か
む
男
」
を
町
内
で
見

て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
映
画
は
、
毎
正
月
上
映
さ
れ

て
い
た
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
寅
さ
ん

役
の
渥
美
清
さ
ん 

(故
人
)
に
捧
げ

る
映
画
と
し
て
山
田
洋
次
監
督
が
作

り
上
げ
た
作
品
で
す
。
寅
さ
ん
の
い

な
い
正
月
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
は

じ
け
る
笑
い
と
涙
で
暖
か
く
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
れ
る
作
品
を
、
と
の
思

い
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

物
語
は
、
映
画
を
愛
し
て
や
ま
ぬ

主
人
公
の
映
画
館
主
(
西
田
敏
行
)

と
、
彼
の
も
と
に
飛
び
込
ん
で
き
た

青
年
(
吉
岡
秀
隆
)
、
そ
し
て
主
人
公

が
密
か
に
恋
こ
が
れ
る
ヒ
ロ
イ
ン
(
田

中
裕
子
)
の
人
間
模
様
を
、
ス
ク
リ

(
高
校
生
以
下
無
料
)

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
数
々
の
名
画

と
共
に
ご
ら
ん
い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
券
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
、

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
農
村
婦
人
の

家
、
勝
浦
町
商
工
会
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
(
高
校
生
以
下
の
方
は
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。)

・
主
催

勝
浦
町
文
化
活
動
実
行
委
員
会

・
後
援

勝
浦
町
教
育
委
員
会

回
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楽しい食事告ザーム2

素敵怒出、逢むを見つけ2みま台ωち?

午後12: 30~受付・時間厳守
3月23日(日) 13 : OO~16 : 00まで� 

会場� 阿波観光ホテル

-司会・進行 笑福亭達瓶(笑福亭鶴瓶一門)

・参加費 女性 ￥3.000 
男性勝名地区 ￥4.000 

男性勝名地区以外￥5.000

工
会
議
所
ピ
ル
六
階
)
で
開
催
予

定
で
す
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
お
忙

し
い
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ

点
吋
合
わ
せ
の
う
え
ご
出
席
く
だ

さ
し当

日
は
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
会
員
の
方
と
の
懇
談
や
、

匙
酢

懇
親
会
で
の
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、
楽
し

勿

肢

い
会
に
な
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

02

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
の
第

ら

提

四

回

総

・
'

:

商
冒

阪
市
内
の
ニ
ュ

会
は
、
五
月

一
八
日
冊
に
大

j
第

4
回
総
会
の
ご
案
内
�
 

l
コ
ク
サ
イ
�
 (大
阪

、
時
間
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
会
で
は
会
員
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
会

員
数
は
二

一
五
名
(
平
成
九
年
二
月

二
八
日
現
在
)
で
す
が
、
身
近
に
ふ

る
さ
と
会
を
ご
存
じ
な
い
方
が
い
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

事
務
局

勝
浦
町
企
画
開
発
課
�
 

(
宮
�
 
八
八
五
四

O内
線
六
九
)

※勝名地区とは，勝浦郡ー名西郡名東郡の総称で.勝浦町 ・上勝� i 
町 佐那河内村・神山町・石井町に居住されている方をいいます。� i

・対 象者�  20歳以上の未婚男女� E 

.締切り平成9年� 3月17日伺)

・集合方法現地集合

・申込問合せ 勝浦町農業委員会事務局(宮08854-2-2511)

|四国電力小松島営業所から|

料理教室・ちぎり絵教室の

l
二
l
二
五
一一

勝浦町 

受講者募集	 芸能大会

四国電力小松島営業所では� 4月から開講する料理教室とちぎり絵教室の
とき受講者を，次の要項で募集いたします。

日∞8月3
期間	 平成9年4月から平成10年3月まで� 

午後5時45分開場
料 理教 室 1班毎月第�  2火曜日� 

2班毎月第�  2水曜日

募集人員 各班17名ずつ(初めて受講される方を優先)

時間 午前� 9時30分から午後12時30分まで

受講料 材料費のみ� (半年分� 8.000円)

ちぎり絵教室 毎月第� 2金曜日


募集人員�  30名(初めて受講される方を優先)


時 間 午後� 1時から午後� 3時30分まで


受講料 材料費のみ(毎月� 1回分� 1.500円)


準備する物 手ふき，のり入れ容器


※定員になり次第，締切りさせていただきます。なお，申し込み受け付け

は営業所窓口にて受け付けいたします。電話での申し込みはご遠慮くださ

いますようお願い申し上げます。

※締切り� 3月16日� 

※申 込先小松島市横須町2番 8号 四国電力側小松島営業所

フリーダイヤル� TEL 0120-217172 (ts.当 田中)

固

午後6時15分"'9時45分

ところ

勝浦町農村環境改善センター

芸能文化の振興を図り，ま

た生涯学習の発表の場として.

毎年開催しています。

ご近所お誘い合わせ.多数

ご観覧ください。

なお，先着1日〕名様に記念品

を用意しています。

・主催	 勝浦町文化協会

勝浦町教育委員会

訟のはG
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¥ーノ

勝
浦
中
学
校
三
年

鶴

岡

理
恵

私
は
、
あ
ま
り
税
の
こ
と
に

つ
い
て
考
え
た
り
し
た
こ
と
も

な
い
し
、
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。

時
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
税
の

こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
を
よ
く

聞
く
け
れ
ど
、
そ
の
人
の
話
か

ら
は
す
ご
く
悪
い
イ
メ
ー
ジ
ば

か
り
で
し
た
。
し
か
し
、
今
よ

く
考
え
て
み
れ
ば
税
金
と
い
う

の
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
役
に
立

っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
道
路
、
橋
、
図
書
館
、
施
設
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
狭
か

っ
た
道
も
通
り
や
す
く
広
く

な
っ
た
し
、
病
院
な
ど
で
は
、
病
気
や
け
が
を
す
れ

ば
お
世
話
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
私

た
ち
が
住
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
も
税
金
の
お
か

げ
な
の
で
す
。
も
っ
と
身
近
に
言
え
ば
、
学
校
に
あ

る
机
・
い
す

・
教
科
書
な
ど
も
全
部
な
に
げ
な
く
使

っ
て
い
る
け
れ
ど
こ
れ
ら
も
そ
う
な
の
で
す
。
税
金

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を

与
え
て
い
る
税
金
は
ど
の
よ
う
に
し
て
納
め
て
い
る

の
か
と
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
私
が
思

っ
た
の
は
消
費

税
で
す
。
私
は
、
初
め
消
費
税
と
聞
い
た
時
、
何
の

こ
と
か
分
か
ら
ず
、
め
ん
ど
く
さ
い
な
と
思
い
な
が

ら
払

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
は
、
す
ご
く
大

切
な
税
だ

っ
た
の
で
す
。
み
ん
な
が
払
わ
な
く
な

っ

た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど
う
な

っ
て
い
た
の
か
と

想
像
す
る
の
が
怖
い
で
す
。
も
う
す
ぐ
す
る
と
消
費

税
も
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
今
ま
で
以
上
に
税
金
を
納
め
る
の
が
多
く
な
る

け
ど
、
私
た
ち
自
分
自
身
の
生
活
が
良
く
な

っ
て、

何
か
の
役
に
立
つ
と
思
え
ば 
:
:
:
。
二

つ
目
は
、
家
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
に
対
し
て
の
税
金
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
け
ど
、

こ
ん
な
細
か
な
所
か
ら
も
、
税
金
が
納
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
と
大
切
に
物
を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
な

1
l
-
'
;
i

A
7

ーJ

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
今
、
い
ろ
い
ろ
税
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
と
本
当
に
税
金
は
大
切
な
も
の
だ
と
い
う
の
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
が
悪
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ

る
税
金
を
な
く
し
、
心
か
ら
納
め
ら
れ
る
よ
う
な
良

い
イ
メ
ー
ジ
の
税
金
に
し
、
も

っ
と
生
活
を
豊
か
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
に
は
、
み
ん
な
が
、
積

極
的
に
税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
、

税
金
に
、
ま
た
、
税
金
で
豊
か
に
な

っ
た
こ
の
よ
う


な
環
境
に
感
謝
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ


し
て
、
私
も
大
人
に
な

っ
た
ら
、 

よ
り
も
も

っ
と


も
っ
と
詳
し
く
税
金
の
こ
と
を
知

っ
て
、
働
い
て
税


金
を
心
か
ら
納
め
て
い
き
た
い
で
す
。
大
人
に
な
る


ま
で
に
、
今
私
が
で
き
る
こ
と
は
、
税
金
で
作
ら
れ


た
図
書
館
、
橋
、
施
設
な
ど
を
大
切
に
使

っ
て
、
税


金
の
あ
り
が
た
み
を
覚
え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま


す
。
そ
し
て
、
国
の
た
め
、
県
の
た
め
、
町
の
た
め


に
役
立

っ
て
い
き
た
い
で
す
。


話

ま

「

心

か

ら

一」

住民税・所得税の 廃車手続きは確実に
確定申告は 済ませましょう
正しく期限内に 軽自動車税は  4月 1日現在所有の軽自動車(原付自転

期限 3月17日伺) 車等を含む)に対して課税されます。

平成 9年度住民税の所得申告及び
したがって，もうすでに廃車した軽自動車でも，廃車

所得税の確定申告日程表
の手続きをしなければ，今後ず‘っと課税されることにな

ります。

月日(曜日) 該当地区 時間 場 所 

3月 3日(月 ) 中 山 中山集会所  

3月 5日 (水) 横瀬 午

前 

九

農村環境改善セ ンター

同 上3月 6日(木) 与川内

3月 7日幽 坂本 時 JA坂本事業所  

3月10日 (月) 坂本 午 坂本集会所  

3月12日 (水) 全町 後 日券 f甫岡H~士易 

( 2階 1 . 2会議室 )

3月13日 (木) 全町
四 

時 同 上 

3月14日幽 全町 同 上

また，だれかに売ったり，譲ったりしても手続きをし

なければ，同様のこととなりますので，必ず  3月31固ま

でに届け出をしてください。

なお， 125c.c.以下の原付自転車は，町役場で手続きをす

ることができます。

しかし，軽四輪車は，軽自動車協会， 125c.cを超える二

輪車は，四国運輸局徳島陸運支局でなければ手続きがで

きませんので，ご注意ください。

不明な点は，勝浦町役場税務保険課(宮 2-2513)，軽

自動車協会 (ft0886-41-2010) または，四国運輸局徳

島陸連支局 (ft0886-41-4812) までお問い合わせくだ

さい。

回
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捨てるゴミでも生かせば資叫� f 容器包装リサイクル法施行に伴う

ゴミの出し方について� 
3月あき缶回収日程表

4月� 1日から容器包装リサイクル法が施行されます。容

場 所地区回収日

吾日凡桜 建 又 事 手芸 所石原第
沼 江 集 ぷz〉 所z、沼江一

E控ト 小コi 集� ~ 所 前掛谷 


曜


月

J A生樹比試奈験支場所上保り冷口庫)前山西�  (果
日 農 婦 人 の 家� 

( 3日) 。

ネナ中角

馬越ゴミフェンス横

第 今山橋北詰ゴミフェンス横

黒岩

今山

運動場入口(小屋の横)

星谷 川口幸ーさん宅の貯蔵庫前

消 防 圭ロ士ロ 所 横
(10日)

中 山

生名 東 林 庵第

。
 島豆腐屋 さ ん前

久国

一
Z久 国 集� iZL 所 裏

河川敷ゲートボール場横

日

曜 棚里子

ク パチンコ庖前道路南側�  

大 井 堰 石年 の� I'JIJ(17日) イシ

z円U )11 集� izk 所

。
横 瀬

花棚宗 ー さ ん 宅 東

広瀬清 さ ん宅東

第

イシ四

小倉新平さん宅前三文路イシ月
。 跡農|日 協 地

日

曜

J A 与川内出張所 �  

J A 坂本事業所横

与川内� 

(24日) 坂本 
  
。
 消 防 三ロ士ロ 所 横� 

一
月

一
月
曜
日

器包装リサイクル法とは「缶類(アルミ ・スチール)瓶類(透

明・茶色・その他)紙類(紙パック ・段ボール・その他)プラス

チック(ペットボトル・その他)等の容器包装を10種類を家

庭で分別し町が回収しゴミをリサイクルするりという法律

です。

本町では， 一挙に� 10種類の分類が困難と考え，取り合え

ずアルミ缶とスチール缶とその他金属の� 3種類を，分別収

集を徹底するようになります。

出し方は，それぞれの空き缶を水で、軽く 洗い流し，指定

されたゴミ袋にアルミ缶とスチール缶とその他金属に分別

し指定さ れた日に指定した場所に出してください。

アルミ缶類 は透明のピニール袋に緑色 で印刷しである

袋を使用してください。 戸、¥

また， スチール缶類は透明のビ、ニール袋に オレンジ色

で印刷しである袋， その他金属は透明のビニール袋に黒色

で印刷しである袋にそれぞれ分別し出してください。

なお，指定のゴミ袋は，各地区の保健部長さん宅か，次

の商屈にて取扱いしていますので購入してください。料金

は� 1枚25円で従来と同じですが，商庖で購入する場合は，� 

10枚単位で購入して くだ さい。

分別・氏名が書かれていないゴミは，収集しないこと

もありますので，十分注意をし出してください。

分別収集にご協力をノ

沼江 古山商庖，横尾商庖� 
f召千工
掛 谷 駒津衣料庖

沼江

西岡

九重衣料庖，近藤金物庖，大西商庖，中田釣具庖，
丸田酒!苫，フードセ ンタ ー杉屋生比奈庖

中角 (有)かねやす商事，滝口清水堂，増田商店，麻植食料雑貨庖

生名 中根商店，竹林商庖，山本酒庖，谷上商庖， 宮本商庖

久国 コンビニエンスストアーとがま

棚野 寒山商庖，豊弁酒庖，志まや

中山 谷口酒庖

三j英
(有)速水商店，岡本精肉庖，井上薬局，

フードセンター杉屋勝浦庖，北内商庖

与川内 新居一心堂，山西衣料雑貨庖

坂本 中山商庖

〆ー、.-電話のご相談もお受けします

器
E


民

相


刻

ご


故

火

火

i 宮� 0886-22-5279(直通)

相談B: 月曜から金曜午前 99郡印ナ~12時

午後l時~4 時40分(祝祭日を除く)

・専門の相談員が親身に左よってと相談に応じます。

・弁護士相談日� :(予約制・ 相談無料)

毎月第1第 3水曜日午後 l 時~4 時

社団法人 日本損害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター
徳島市西船場町1-14 明治生命徳島ビル6階

交通事故相談日
日 時� 3月25日附 午前10時から午後 4時まで

(受付時間 午後� 3時まで)

場所 小松島中央会館小松島市松島町5-6
宮� 08853-2-2030

相談員 町団長稔

問い合わせ 交通事故相談所

徳島県庁� 1階 台0886-21-3200
※お気軽にご相談ください。

不周永の引き取り日


犬の放し飼いは

やめましょう 。� 

3月12日(水)� 
3月26日(水)

※登録している犬の場合は印かんと鑑札が必要です。

回
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戦争 と平和

五
月
に
私
た
ち
二
年
生
は
修
学
旅
行
に
行

っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
目
的
の
中
に
は
「
平
和
」
に
つ
い
て

学
習
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま

ず
、
修
学
旅
行
に
行
く
前
に
、
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
使

い
、
平
和
に
つ
い
て
事
前
学
習
を
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
広
島
の
原
爆
記
念
公
園
へ
行
き
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
み
ん
な
で
心
を
こ
め
て
折

っ
た
千

羽
鶴
を
奉
納
し
ま
し
た
。
私
は
テ
レ
ビ
で
、
広
島
や

長
崎
の
被
爆
地
へ
行
く
と
き
、
千
羽
鶴
を
奉
納
し
て

い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て

そ
う
す
る
の
か
、
そ
の
意
味
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
事
前
学
習
し
て
、
千
羽
鶴
を
ど
う
し
て
折

る
の
か
を
知
り
ま
し
た
。

二
歳
の
と
き
に
広
島
で
被
爆
し
た
佐
々
木
禎
子
さ

ん
は
、
そ
れ
か
ら
十
年
、
何
も
体
に
異
常
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
急
に
原
爆
の
後
遺
症
と
し
て

白
血
球
に
異
常
が
お
こ
り
、
入
院
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
そ
の
と
き
の
話
で
す
。
あ
る
日
、
名
古
屋
の
女
子

高
校
生
か
ら
「
原
爆
症
患
者
の
み
な
さ
ま
ヘ
」
と
、

セ
ロ
フ
ァ
ン
で
美
し
く
折
ら
れ
た
千
羽
鶴
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
千
羽
鶴
に
感
激
し
た
禎
子
さ
ん
は
、

閉
じ
病
室
に
い
る
記
代
さ
ん
と
、
薬
を
包
ん
で
あ
っ

た
薬
包
紙
、
お
見
舞
い
に
持

っ
て
き
て
く
れ
た
物
を

包
ん
で
あ

っ
た
包
装
紙
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
な
ど
の
お
菓
子
の
包
み
紙
を
集
め
、
鶴
を
折
る

と
病
気
が
治
る
と
信
じ
、

一
心
に
鶴
を
折
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
努
力
も
む
な
し
ノ
¥
十
二
歳
と
い
う

若
さ
に
し
て
、
禎
子
さ
ん
は
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
戦
争
に
反
対
す
る
人
な
ど

多
く
の
人
々
の
善
意
に
よ

っ
て
、
「
鶴
を
さ
さ
げ
る
少

女
像
」
が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
少
女
像
は
禎
子

さ
ん
に
よ
く
似
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
今
も
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
千
羽
鶴
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

¥) 

私
が
こ
の
話
を
学
習
し
て
気
付
い
た
こ
と
は
、
戦

争
中
は
人
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
「
人
権
」

が
一
切
無
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
禎
子

さ
ん
を
ふ
く
め
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
罪
も
な
い
の

に
「
戦
争
」
と
い
う
名
の
悪
魔
に
尊
い
命
を
う
ば
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
悪
魔
は
尊
い
命
を
う
ば

う
だ
け
で
は
満
足
し
な
い
の
か
、
あ
た
た
か
く
優
し

い
人
の
心
を
冷
た
く
変
え
、
た
く
さ
ん
の
人
の
心
を

傷

つ
け
ま
し
た
。

事
前
学
習
と
し
て
、
私
は
道
徳
の
時
間
に
「
負
け


抜
き
相
撲
」
と
い
う
話
も
勉
強
し
ま
し
た
。
こ
の
話


は
、
筆
者
が
、
戦
争
中
だ

っ
た
少
年
時
代
に
疎
開
し


た
所
で
体
験
し
た
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
す
。
同
じ


所
に
住
ん
で
い
た
子
供
た
ち
に
「
イ
モ
泥
棒
」
と
い


う
汚
名
を
き
せ
ら
れ
た
り
、
上
級
生
た
ち
に
「
負
け


抜
き
相
撲
」
を
と
ら
さ
れ
た
り
|
。
私
は
、
こ
の
「
負


け
抜
き
相
撲
」
に

一
番
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
「負


け
抜
き
相
撲
」
と
は
、
勝
つ
ま
で
土
俵
の
外
に
出


ら
れ
な
い
と
い
う
相
撲
で
、
戦
争
中
の
遊
び
と
し
て


行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
立
派
な
軍


人
に
な
る
た
め
の
丈
夫
な
体
を
作
る
た
め
に
し
て
い


る
と
い
う
タ
テ
マ
エ
で
、
実
際
は
土
俵
の
中
に
弱
い


人
を
入
れ
て
と
こ
と
ん
い
た
ぶ
る
、 

で
い
う
集
団


リ
ン
チ
の
よ
う
な
遊
び
で
す
。
こ
れ
は
遊
び
だ
と
い


え
る
で
し
ょ
う
か
。
土
俵
の
中
に
い
れ
ら
れ
た
人
の


人
権
は
守
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
土
俵
の
中
の


人
は
、
痛
い
、
苦
し
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
が
ま
ん


し
て
相
撲
を
と

っ
て
い
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。


い
え
、
相
撲
を
と
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、


絶
対
に
い
じ
め
で
す
。
し
か
し
、
こ
ん
な
こ
と
を
も


遊
び
と
思
わ
せ
て
し
ま
う
心
を
作

っ
た
の
は
戦
争
で


す
。
戦
争
は
本
当
に
く
り
返
し
て
は
い
け
な
い
も
の


A
7

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
と
き
私
は
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

も
う

一
つ
、
私
が
思

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
今
本
当
に
平
和
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
平
和
と
は
、
争
い
や
も
め
ご
と
の
な
い
、
穏

や
か
な
こ
と
で
す
が
、
私
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
み

ん
な
が
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
も
平
和
だ
と

思
い
ま
す
。
今
、
日
本
は
戦
争
を
し
て
い
な
い
平
和

な
国
で
す
。
で
も
、
普
段
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
所

や
学
校
な
ど
、
身
の
回
り
を
見
て
い
く
と
、
い
じ
め

な
ど
人
権
を
尊
重
で
き
て
い
な
い
部
分
が
た
く
さ
ん

見
え
て
き
ま
す
。

い
じ
め
る
方
に
は
何
で
も
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
じ
め
ら
れ
る
方
に
は
、

こ
の
世
が
平
和
な
世
の
中
だ
と
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
。
私
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、

い
じ
め
を
苦
に
尊
い
命
を
無
く
し
て
し
ま
う
人

が
出
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
に
も
、
普
段
何
気
な
く
と

っ
た
行
為
や
口
走

っ

た
言
葉
で
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
、
後
か
ら
気
づ
い

て
後
悔
し
、
反
省
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め

や
人
が
悲
し
む
よ
う
な
こ
と
を
な
く
し
て
い
く
に
は
、

ま
ず
、
自
分
で
「
い
け
な
い
」
と
気
づ
く
心
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
次
に
、
本
人
が
気
づ
い
て
い
な
け

れ
ば
、
ま
わ
り
の
人
が
注
意
し
て
あ
げ
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
を

な
く
す
、
す
な
わ
ち
「
本
当
の
平
和
」
を
つ
く
る
こ

と
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
思
う
し
、
そ
の
人
は
友
達

思
い
の
優
し
い
人
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
二
度
と

く
り
返
さ
ず
、
「
本
当
の
平
和
」
を
つ
く

っ
て
い
く
。

こ
れ
が
私
た
ち
の
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
自
分
か
ら
悪
い
と
こ

ろ
を
直
そ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

(
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会

作
品
集
か
ら
)

国

MUS04
テキストボックス
かたりあうページ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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平成  8年度第  30回

小
学
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一
年
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な
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な
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徳島県芸術祭

V 受賞作品並ひ、に受賞者
芥
川
賞

(勝浦町関係)

六
人
の
外
孫
帰
り
夏
終
る

新

居

晋

さ

ん

(

坂

本

)

職
退
い
て
継
ぐ
子
無
き
田
の
畦
を
塗
る

豊

田

明

さ

ん

(

中

角

)

水
張
り
し
棚
田
廻
れ
ば
神
々
し

百
枚
の
田
に
月
住
み
給
う

島

勉

さ

ん

(

棚

野

)

悔
な
し
と
言
へ
ぬ
生
き
ざ
ま
七
十
年

ふ
る
里
の
浜
一
本
の
竿

吉
田
邦
忠
さ
ん
(
坂
本
)
�
 

清
掃
日
に
出
て
草
を
刈
る
嫁
の
た
め

少
し
軽
め
の
鎌
を
研
ぎ
た
り

広
安
美
枝
子
さ
ん
(
三
渓
)

面
接
よ
り
戻
り
て
多
く
言
わ
ぬ
子
に

冷
え
た
る
麦
茶
注
ぎ
て
労
う

日

下

克

子

さ

ん

(
三
議
)
�
 

H
川

幅

削
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・
佳
作

微
え
ん
で
ち
ょ

っ
と
叱

っ
て
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行
事
と
休
館
日

運
営
委
員
会

お
日

2
階
視
聴
覚
室

女
読
書
振
興
協
議
会
役
員
会

紅
白

2
階
視
聴
覚
室

*
日
曜
こ
ど
も
映
画
会
�
 

9
日

午

後

2
時
か
ら
�
 

2
階
視
聴
覚
室

ヤ
の
回
目
険

O
赤
毛
の
ア
ン

O
み
つ
ば
ち
マ
 l

女
紙
芝
居

お

日

午

後

2
時
か
ら
�
 

2
階
視
聴
覚
室

O
い
じ
わ
る
コ
ン
キ
チ

O
あ
め
か
い
ゅ
う
れ
い
 

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

丸
山
良
章
さ
ん
�
 
(生
名
)

廻
り
道
無
駄
で
は
な
か

っ
た
茄
子
の
花

日
下
美
里
さ
ん
(
三
議
)

9
3
a⑫
③
 

V

一
般

家
族
シ
、
不
マ

海
峡
の
光
�
 

あ
な
た
が
寝
て
る
聞
に

女
一
年
生
に
な
っ
た
ら
、
図
書
館
の

ニ
キ
�
 
タ
l

受
付
で
図
書
力
|
ド
を
作
る
こ
と

V
直
木
賞

が
で
き
ま
す
。

レ
ム
才
ン

1
・
2

ク
ス

山
姥
�
 

板
東
虞
砂
子

戦
争
と
平
和
�
 

C
D

自
分
の
図
書
力
|
ド
を
使
っ
て
、

V

を
か
り
て
み
ま

一

般

辻
十
成
�
 

V
児
童

l
ピ

ツ
イ
ン
ピ
�
 
l

ガ

ラ

ス

の

愛

稲

葉

真

弓

降

魔

の

剣

北

方

謙

三

神
々
の
乱
心
(上・下� )
松

本

清

張

激

し

い

夢

村

松

友

視

ベ
イ
ブ
�
 

せ
ん
か
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

な
ん
で
も
図
書
館
の
ひ
と
に
き
い
て

く
だ
さ
い
ね
。
�
 

東

京

怪

奇

地

図

森

真

沙

子

密

室

大

坂

城

安

部

竜

太

郎

悪

魔

の

羽

根

乃

南

ア

サ

輪

廻

の

暦

萩

原

葉

子

乾
神
の
夢
(上
・下
)

津

本

陽

ロ
皿
の
特
別
料
理
清
水
義
範

イ

ン

マ

イ

ラ

イ

フ

乃

草

薙

渉

そ
の
他
多
数

ポ
カ
ホ
ン
タ
ス

ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん

l
の
サ
ー
カ
ス

H

ま
っ

て
い
ま
す
�
 

H

ス
ヌ

学
校
の
コ
ワ
イ
う
わ
さ

花
子
さ
ん
が
き
た
グ

グ
�
 

4

ロ
日
�
 -
日m

l
フ
ィ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

女
休
館
日

3
日
・
叩
日
・
口
日
�
 
日

・
出
日

-
M

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
テキストボックス
新刊書紹介

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



幾
代
も
の
客
が
座
り
て
四
十
年
経
し

レ
ジ
の
側
な
る
畳
一
帖

棚

野

島

つ

と

む

川
ぷ
ち
に
長
き
首
振
り
砂
を
掘
る
ユ

ン
ボ
の
影
が
水
面
に
動
く

中

山

栗

城

絹

風
寒
く
冬
至
も
過
ぎ
し
柚
子
畑
に
黄

色
く
熟
れ
し
残
り
実
が
照
る

横
瀬
広
安
美
枝
子

耕
転
機
作
業
に
変
わ
れ
ど
凍
る
田
に

鍬
初
め
行
事
を
今
年
も
な
せ
り

立

川

堀

梅

子

架
け
替
え
の
工
事
進
め
る
横
瀬
橋
五

十
年
の
歴
史
消
ゆ
る
も
近
し

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

喜
寿
近
き
同
窓
会
は
少
女
の
ご
と
話

沼
江
森
脇
ア
ヤ
子

棚

野

殿

川

早

苗

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
咲
く
大
黄
(ダ
イ
オ
ウ 
)

の
花
映
す
テ
レ
ビ
に
謝
せ
り
行
け
ざ

は
ず
み
で
若
や
い
で
来
し

α
(ア
ル
フ
ァ 
)
波
な
る
も
の
の
出

て
癒
や
さ
る
る
ら
し
孫
の
電
話
に
痛

み
消
え
ゆ
く

る
吾
は

坂

本

吉

田

邦

忠

背
紋
冴
ゆ
る
孫
の
温
み
の
伝
わ
り
て

佳
き
日
に
踏
め
る
砂
利
の
清
し
さ

中
山
溝
内
喜
美
代

口
ぐ
ち
に
今
年
の
抱
負
語
り
合
う
元

朝
賑
わ
し
八
人
家
族

沼

江

森

脇

光

子

山
畑
に
水
取
り
育
て
し
白
菜
を
野
鳥

呼
び
交
い
無
残
に
食
べ
ら
る

棚

野

田

中

茂

子

ひ
た
す
ら
に
駆
け
来
し
六
十
路
を
夫

病
め
ば
二
人
三
脚
の
顕
き
し
ご
と

生

名

柳

田

末

子

梅
香
る
社
殿
に
ひ
び
く
朝
神
楽
襟
を

正
し
て
拝
み
て
聴
け
り

中

角

豊

田

要

助

救
急
車
着
け
ば
ナ 

ス
の
駆
け
寄
れ

る
そ
の
素
早
さ
は
命
へ
の
愛

中
角
岡
本
は
つ
え

お
早
う
と
声
掛
け
合
い
て
食
卓
に
向

か
え
る
今
朝
は
心
足
ら
え
り

横
瀬
平
山
美
千
江

震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
が
重

油
汚
染
に
素
早
く
生
く
る

横

瀬

錦

内

常

一

線
香
を
あ
げ
て
無
事
故
を
念
じ
つ
つ

吾
の
帰
り
を
待
ち
く
る
る
姑

横
瀬
桜
木
千
代
子

リ
ン
ゴ
顔
親
に
た
わ
む
る
孫
を
見
て

思
い
出
し
い
る
わ
が
幼
き
日

l
中

山

谷

尻 

松
雄

A
7

松
並
武
夫

小
締
麗
に
生
き
た
き
余
生
と
思
い
つ

つ
今
朝
は
畳
を
丹
念
に
拭
く

横
瀬
中
田
ヤ
ス
工

〈評
〉
人
は
老
境
に
入
る
と
、
残
り

の
人
生
を
美
し
く
安
ら
か
に
あ
り
た

い
と
ね
が
う
。
こ
の
作
者
は
夫
を
先

に
見
送
り
、 

朝
も
ひ
と
り
静
か
に

畳
を
拭
う
。

「
小
締
麗
に
」
と
い
い

「
丹
念
に
」
と
い
う
言
葉
に
作
者
の

余
生
に
対
す
る
心
構
え
が
出
た
。

戸
を
繰
れ
ば
窓
い
っ
ぱ
い
の
稼
勢
山

に
お
早
う
と
言
い
て
今
日
が
始
ま
る

横

瀬

田

下

克

子

〈評
〉
横
瀬
の
人
た
ち
に
と

っ
て
稼


勢
山
の
み
ど
り
は
永
遠
の
安
ら
、
ぎ
で


あ
ろ
う
。
も
し
も
稼
勢
山
が
一
夜
に


し
て
消
え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た


ら
、
ど
う
か
。
朝
夕
に
仰
ぐ
稼
勢
山


の
姿
こ
そ
横
瀬
の
人
た
ち
の
安
ら
、
ぎ


の
象
徴
だ
。
大
切
に
し
た
い
。


弔
い
の
枢
の
前
に
並
び
た
る
少
年
僧


は
父
の
背
を
越
す
中

山

山

下

房

雄

〈評
〉
お
葬
式
で
枢
の
前
に
並
ん
で

日
当
り
の
バ
ス
停
の
椅
子
で
眠
り
こ

ん
で
し
ま

っ
た
。
風
邪
を
ひ
か
ね
ば

よ
い
が
。
パ
ス
よ
早
く
来
い
。

生
き
過
、ぎ
し
な
ど
と
勿
体
な
き
こ
と

選� 

病
棟
に
励
ま
し
合
い
し
友
た
ち
は
吾

の
知
ら
ぬ
ま
に
去

っ
て
行
き
た
り

横

瀬

林

と
み
え

初
夢
に
あ
な
た
を
乗
せ
て
や

っ
て
来

る
宝
舟
な
り
敢
え
て
寝
て
待

つ

棚

野

田

中

久

子

一
年
の
締
め
く
く
り
受
け
喜
楽
苑
に

お
ど
り
の
慰
問
を
待
ち
く
る
る
人
ら

棚

野

英

見

(
注
)

こ
の
「
か

つ
う
ら
歌
壇
」
は

広
報
紙
と
し
て
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

の
作
品
を
掲
載
す
る
も
の
で
、

し
た

が
っ
て
投
稿
作
品
は
全
部
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
短
歌
の
専
門
誌

の
よ
う
な
む
つ
か
し
い
選
評
は
避
け
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
読
め
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の

ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。(係

)

次
⑨
⑨
⑧
⑧
集


三
月
五
日
締
切
り
川
柳
一
人

一
旬

あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

四
月
五
日
締
切
り
俳
句

一
人
二
句

あ

て

先

生

名

丸

山

香

月

を
言
い
た
る
時
の
あ
る
を
悔
い
わ
り

沼

江

斎

藤

重

子

八
朔
を
採
り
な
が
ら
思
い
出
し
て
お

り
機
銃
掃
射
の
夢
に
怯
え
し
を

横

瀬

谷

吉

蔵

ho
経
を
あ
げ
て
い
る
親
子
の
僧
。
少

年
僧
の
背
丈
が
父
の
背
よ
り
も
高
い

の
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
お
寺
を
継
い

で
僧
に
な

っ
た
A
7
ど
き
の
少
年
は
エ

ラ
イ
。
そ
の
後
姿
を
た
の
も
し
く
見

ま
も
る
作
者
。
が
ん
ば
れ
少
年
僧
。

田
ば
か
り
の
中
の
わ
が
田
に
柴
焼
く

に
鹿
く
煙
の
さ
だ
ま
ら
な
く
に

横

瀬

比

留

間

一

〈評
〉
早
春
の
冷
め
た
い
風
の
田
で

柴
を
焼
く
作
者
。
風
向
き
の
変
わ
る

た
び
に
煙
に
巻
か
れ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
こ
の
田
も
や
が
て
田
で
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
今
ま

で
作
り
続
け
て
き
た
「
わ
が
田
」
に

一
層
の
愛
着
が
湧
く。

煙
が
目
に
し

み
る
。

小
春
日
に
居
眠
り
し
な
が
ら
老
人
は

二
時
間
待
ち
お
り
過
疎
の
バ
ス
停

横
瀬
岡
本
冨
久
恵

〈評
〉
過
疎
化
が
す
す
む
と
パ
ス
の

回
数
も
減
り
、

一
番
困
る
の
は
お
年

寄
り
だ
。
耐
え
る
こ
と
に
馴
ら
さ
れ

て
き
た
老
人
だ
が
待
ち
く
た
び
れ
て

/ 

四
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。
む 
λ
磁
路
ヰ
る
言
合
同


ー

入

賞

作

紹

介

|

ビ
ッ
グ
ひ
芯
祭
り
実
行
委
員
会
(
殿
川
武
男
委
員
長
)
が
、
初
め

て
全
国
に
「
ひ
な
人
形
に
贈
る
言
葉
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

一
般

部
門
に
六
百
三
十
五
点
、
小
学
生
部
門
に
二
十
九
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
原
田
一
美
日
本
児
童
文
学
者
協
会
徳
島
支
部
会
長
う
の
審

査
に
よ
っ
て
入
賞
作
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

般

部

門

お
ひ
な
さ
ん
を
飾

っ
て
い
た
。
そ
の

中
の
一
体
は
、
十
二
単
衣
を
着
せ
替

え
て
花
嫁
作
り
に
し
で
あ

っ
た
。
二

十
二
歳
で
戦
死
し
た
息
子
の
嫁
:
・
と

思

っ
て
い
た
の
だ
よ
。

伊

川

裕

子 
(神
奈
川
県

三
一

歳 
)

小
さ
い
頃
雛
壇
に
登

っ
た
。
て
っ

ぺ
ん
ま
で
登

っ
て
お
雛
さ
ん
に
な
り

た
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
よ
く
一
緒

に
旅
を
し
た
。
引
越
の
度
に
飾
る
位

置
も
変
わ
り
、
壇
飾
り
も
し
な
く
な

っ
た
。
さ
あ
今
日
は
全
員
集
合
、
父

母
の
故
郷
、
こ
の
勝
浦
で
。

中

谷

洋

子

(
神
奈
川
県

三

一

歳 
)

内
裏
様
、
あ
な
た
は
、
私
の
小

ho

学
校
時
代
か
ら
の
親
友
「
キ
ヌ
ち
ゃ

ん
」
の
形
見
な
の
で
す
。
キ
ヌ
ち
ゃ

ん
は
高
校
二
年
の
時
、
白
血
病
で
な

く
な
り
ま
し
た
。
キ
ヌ
ち
ゃ
ん
の
お

母
様
か
ら
「
こ
の
お
ひ
な
様
を
キ
ヌ

子
と
思

っ
て
大
事
に
し
て
ね
」
と
頂

い
た
の
で
す
。
愛
し
て
る
よ
。

大

山

耕

平

(
東
京
都
六
三
歳
)

特
攻
隊
の
人
た
ち
は
、
愛
す
る
人

の
身
代
わ
り
人
形
を
よ
く
持

っ
て
い

ま
し
た
。
日
本
人
の
幸
せ
を
願

っ
て、

人
形
と
一
緒
に
突
入
し
た
の
で
す
。

私
達
に
そ
れ
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
下

さ
い
。
そ
し
て
私
た
ち
の
半
世
紀
の

ケ
ガ
レ
を
そ
の
優
し
い
姿
で
械

っ
て

く
だ
さ
い
。

北

谷

未

希 

(兵
庫
県

二
五
歳 
)

決
め
ま
し
た
。
結
婚
記
念
日
は
「

ひ
な
祭
り
」

っ
て
。
挙
式
も
入
籍
も

全
部
み
ー
ん
な
「
三
月
三
日
」
に
行

い
ま
し
た
。
一

年
の
中
で
い
ち
ば
ん

，--、も縁
起
の
い
い
日
を

一
人
占
め
し
た
気

分
/
一
年
に
一
度
あ
な
た
を
飾

っ
て

祝
い
ま
す
。
ひ
な
祭
り
に
乾
杯
〆

奥

井

裕

子 

(愛
知
県

三
五
歳 
)

子
供
の
頃
、
風
が
少
し
暖
か
く
な

る
と
私
は
お
雛
様
が
欲
し
く
て
母
に

毎
年
ね
だ

っ
て
い
ま
し
た
。
母
は
少

し
笑

っ
て
お
雛
様
を
作

っ
て
く
れ
ま

し
た
。
卵
の
カ
ラ
だ
っ
た
り
締
麗
な

千
代
紙
だ
っ
た
り
。
魔
法
の
手
を
持

つ
母
は
も
う
い
ま
せ
ん
。

出

町

陽

子 

(岐
阜
県

二
九
歳 
)

お
母
ち
ゃ
ん
が
内
緒
で
貯
め
た
一

万
円
の
代
わ
り
に
あ
な
た
達
が
家
に

来
た
ん
だ

っ
て
。
そ
れ
か
ら
二
十
九

年
も
た
つ
の
に
あ
な
た
達
は
ち

っ
と

も
年
を
と
ら
な
い
ね
。
私
は
年
を
と

っ
た
け
ど
や

っ
と
一
人
の
女
の
子
の

お
母
ち
ゃ
ん
に
な
れ
た
の
よ
。

小
学
生
部
門

-
最
優
秀
作

高
橋
亜
耶
子 

(愛

知

県

小

三
)

ひ
な
人
形

っ
て
不
思
議
だ
ね
。

一

人
で
見
る
と
伺
だ
か
ち
ょ

っ
ぴ
り
恐

い
の
に
友
だ
ち
と
見
る
と
何
だ
か
ド

キ
ド
キ
し
ち
ゃ
う
の
。
家
族
み
ん
な

で
見
る
と
す
ご
く
う
れ
し
い
の
。
ね

え
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。

-
優
秀
作

中

村

隆

久

(
鳥
取
県
小
五
)

お
ひ
な
様
、
今
、
心
が
ふ
ぁ

1
っ
て

ひ
な
壇
に
飛
ん
で
行
き
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。

小
堀
め
ぐ
み 

(茨

城

県

小

三
)

い
つ
も
き
れ
い
な
着
物
き
て
き
ち

ん
と
座

っ
て
足
が
し
び
れ
ま
せ
ん
か
。

立

っ
て
歩
い
て
走

っ
た
り
遊
ん
だ
り

し
た
い
で
し
ょ
う
。
お
す
ま
し
し
て

い
る
ひ
な
人
形
も
好
き
だ
け
れ
ど
も

遊
ん
で
く
れ
る
ひ
な
人
形
は
い
な
い

か
な
あ
。

桜

井

美

緒

(
神
奈
川
県
小
六
)

お
ひ
な
さ
ま
ご
め
ん
な
さ
い

飾
る
と
き
は
お
手
伝
い
す
る
け
ど
し

ま
う
と
き
は
い
つ
も
知
ら
ん
顔
を
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
の
ひ
な
祭
り
の

日
に
は
お
こ
ず
か
い
で
桃
の
花
を
買

っ
て
き
ま
す
ね
。
春
か
ら
私
も
中
学

生
こ
れ
か
ら
も
見
守

っ
て
い
で
く

だ
さ
い
ね
。

薮

内

真

理 

(徳

島

県

小

三

)

お
ひ
な
様
を
か
ぎ

っ
た
ら
・
お
部
屋

に
春
が
来
た
。

「
今
年
も
あ
え
て
よ

か
っ
た
ね
。」
と
話
し
て
い
る
み
た
い
。

「
ひ
な
ま
つ
り
」
を
ピ
ア
ノ
で
ひ
き

ま
し
た
。
お
ひ
な
様
の
た
め
に

一
生

け
ん
命
ひ
き
ま
し
た
。

ニ
コ
ニ
コ
顔

の
お
ひ
な
様
。
私
は
、
と
て
も
幸
せ

な
気
分
。
お
ひ
な
様
、
あ
り
が
と
う
。

岩

田

怜

子 

(埼

玉

県

小

こ

ね
ん
に

一
ど
、
わ
た
し
の
と
こ
ろ

へ
や

っ
て
き
て
く
れ
る
、
お
ひ
な
さ

ま
。
わ
た
し
が
お
と
な
に
な

っ
て
も
、

け
っ
こ
ん
し
て
も
、
わ
た
し
に
つ
い

て
き
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
。

回

-
最
優
秀
作

A
E 菊

植
ゆ
か
り 

(大
阪
府
四
七
歳
)

お
ひ
な
様
昔
あ
な
た
の
大
切
な

長
持
の
中
に
貝
殻
を
入
れ
た
の
は

私
で
す
。
箪
笥
の
引
き
出
し
に
ア
メ

玉
を
入
れ
た
の
も
橘
の
実
が
あ
ま

り
に
可
愛
い
く
て

一
っ
ち
、ぎ

っ
た
の

も
私
で
す
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
そ
し

て
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と

ノ
。

-
優
秀
作

」

富
崎
喜
代
美
(
佐
賀
県

三
二
歳
)

四
姉
妹
だ
と
い
う
の
に
、
ひ
な
人

形
を
買
っ
て
も
ら
え
ず
、
ま
た
飾
れ

も
し
な
い
あ
ば
ら
家
で
、
座
布
団
を

重
ね
、
交
代
で
、
お
ひ
な
様
を
演
じ

た
幼
き
日
の
三
月
三
日
の
思
い
出
。

お
ひ
な
様
へ
の
あ
こ
が
れ
は
今
も
尽

き
せ
ず
。

新
居
久
美
子

(
徳
島
県
五
八
歳 
)

華
や
い
だ
祭
も
終
わ
っ
た
。
箱
に

収
め
ら
れ
た
雛
の
真
ん
中
に
は
和
紙

に
包
ん
だ
菱
餅
が
置
か
れ
た
。 
A
7
は

亡
き
母
は
幼
い
私
に
向
か

っ
て
「
お

雛
さ
ま
の
お
弁
当
よ
」
と
言

っ
て
微

笑
ん
だ
。
明
く
る
年
の
節
旬
、
箱
を

開
け
る
と
小
さ
な
歯
形
の
つ
い
た
餅

が
あ

っ
た
。

岡

本

久

栄 

(静
岡
県
六
十
歳
)

赤
々
と
燃
え
る
炎
の
中
に
貴
女
達

の
白
い
顔
が
次
々
と
吸
い
込
ま
れ
た
。

昭
和
二
十

一
年
一
月
あ
の
日
の
哀
し

み
は
忘
れ
な
い
。
一

緒
に
内
地
に
連

れ
て
帰
り
た
か

っ
た
。
ご
め
ん
ね
。

今
手
元
に
残
っ
た
一
枚
の
写
真
に
は

幸
福
な
顔
が
ほ
ほ
え
ん
で
ま
す
。
安

ら
か
に
ね
。

佐

和

閉

(
徳
島
県
六
八
歳
)

軍
服
を
着
た
、
い
と
こ
の
写
真
が

掛
け
て
あ
る
部
屋
に
、
祖
母
は
毎
年
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一これだけの汚れが川ヘ海ヘー

毎日，台所の流しから捨てられる煮汁や飲み残し

の昧噌汁などが，どんなに川や湖の水を汚している

か，食品のBOOをもとに考えてみましょう。 じゃ

がいもの昧噌汁200rneのBOOId:7.4g，牛乳200rneの� 

BOOが15.6gですから，コップ� 1杯の牛乳を流すと，

魚がすめる水にもどすためには，浴槽に� 9杯もの水

し で薄めなければなりません。さらに使い終えた天� i)¥

ら油200rneを流した場合を考えると.なんと治糟|こ2∞
杯の水が必要になります。

やたらに流しへ捨てることをやめるのは当然です

が，おかすなどの作りすぎにも注意したいものです。� 

(浴槽� 1杯は3∞e.魚のすめる水は8005昭/e)。=1g 

O.06g~ 1.08gQ 
お茶� 

スパゲッティの
ゆで汁� 

5.4gラーメンの汁� 7.4gじゃがいものみそ汁� 

00 00 
00 00 
0" 00 

0'" 

国立研究所 国立環境研究所調べ
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横瀬地区の下水道の本管へ接続する各家庭の宅内配

管工事には，役場へ届出が必要となります。

また.工事の施工は，勝浦町排水設備工事指定業者

が行いますので.施工業者へと確認をお願いします。

問い合わせは役場環境衛生課(宮  2-2511)まで。

平成 8年12月6日現在

業 者 名 戸所 在 地 電話番 号 業 者 名 所在地 電話番号

アサヒ管工事 勝浦町生名 08854:"'2-2601 サニー工業(有) 徳島市大原町 0886-63-2332 

井出金物百貨 勝浦町横瀬  08854-2-2032 庄野水道工事庖 小松島市前原町 08853-2-1943 

(有)片山建設 勝浦町横瀬  08854-2-3856 多国鉄工所 上勝町生実 08854-6-0827 

勝水工業情) 勝浦町生名 08854-2-3019 徳島通信建設備) 徳島市富田橋 0886-53-0295 

椎平建設有限会社 勝浦町棚野  08854-2-4525 (有)浜口設備工業 徳島市川内町 0886-65-2540 

野上建設株式会社 勝浦町棚野  08854-2-2353 附 丸 木 屋 徳島市佐古町 0886-53-3120 

藤田設備工業 勝浦町横瀬  08854-2-3898 森永ハウジング 徳島市丈六町 0886-45-1785 

(有)山川設備工業 勝浦町星谷 08854-2-3093 山 本 2生 {蒲 徳島市丈六町 0886-45-1332 

)11 田 設 備 小松島市日開野町 08853-3-0921 ユアサ設備工業(有) 小松島市横須町 08853-2-0807 

片山設備工業 羽ノ浦町宮倉 0884-44-5557 第一設備株式会社 徳島市南島田町 0886-32-7533 戸、、 

回

r、~ 

求4とわたしたさるI@)~らし 
その  10 

19世紀ロンドン川岸に建ち並ぶ便所

前回の日本の話からヨーロッパで、の下水の話をした

いと思います。

ヨーロッパの農業は，作物を作る畑，休ませる畑，

家畜を飼う牧場と言うように， }I国ぐりに農地を使って

いて，家畜のふんと草を肥料としているため，人間のし

尿は畑にまきませんでした。

このため，都市では家に便所を作らずに，便器に大

小便をして，川や道路に捨てる習慣でした。

しかし， 18世紀後半に始まZイギリスの産業革命が，

ヨーロッパに広がると，都市で働くために，多くの人

が生活するようになりました。

都市では，急に人が増えたために， し尿と生活排水

を水路や道路に捨てると，町の中はいつもいやなにお

いがするようになってきました。そこで，町の路地に

共同便所を作り，法律で、他の場所へ捨てないように取

り締まりました。また，現在の水洗トイレも発明され

て，お金持ちの家では，便所も作られました。

しかし， し尿，生活排水，工場廃水が川に流れこん

で，水を汚していました。

このような中で， 1831年にロンドンでコレラという

伝染病が大流行しました。コレラは，大変恐ろしい病

気で，はげしいおう吐と下痢で、体の水分がなくなり，

当時は， 2人に l人は死んでいました。この病気は，

もともとインドのガンジス川一帯の病気でしたが，世

界的に大流行しはじめていました。

ロンドンでコレラが流行したのは，テムズ川で水道

会社がポンフ。で、水道水をくみあげていたために，コレ

ラ患者の吐いたものや下痢便の流れこんだ水を市民が

飲んでいたためでした。 しかし，当時は伝染病の原因

がわからなかったので，川の水を疑いましたが，その

まま水を飲んだために，流行が広がってしまったので

す。

このことから，当時ロンドンの不衛生な状況を調査

した役人の医師チャドウイツクの努力で1948年に公衆

衛生法が制定され，近代的な上下水道などが整備され

るきっかけとなりました。
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臨時福櫨椅別給付金が 

支給されます 
  

ことし� 4月から.消費税率が引き上げられます。乙れ

に伴い.低所得の高齢者などを対象に，次のとおり臨時 臨時福祉給付金
福祉特別給付金が支給されることになりました。 (福祉給付金)

この給付金を受けるには，申請が必要です。対象にな 臨時介護福祉金
ると思われる方には，町から� 3月8固までに案内書を送 (介護福祉金)

ります。(岡田までに届かない場合 l武住民福祉課までお問
臨時特別給付金

い合わせください)同封の案内書に記載されている日ま
(特別給付金)

でに申請してください。なお，最終締切りは� 3月25日です。

〈福札制す金は次の方に鵡されます〉� 

支給対象者� 

1人につき 1万円� 
支給対象者� 3万円1人につき

支給対象者� 1万円1人につき

、~ 

国 平成9年� 2月� 1日(基準日)において.本年2
月分の次のいすれかの年金または手当を受給で

きる方が対象となります。� 

① 老齢福祉年金� 

② 	 障害基礎年金のうち旧障害福祉年金に相当

するもの� 

(年金証書の年金コード種目IJ(先頭� 2桁)が� r63Jまた

は� r26Jに該当するもの) 

③ 	 遺族基礎年金のうち旧母子-準母子福祉年

金に相当するもの� 

(年金証書の年金コード種別(先頭� 2桁)が� r27Jまた

は� r28Jに該当するもの) 

④ 兜童扶養手当� 

⑤ 特別児童扶養手当
旬

f

、、」

..__ _

ーか
。
 

⑥ 特別障害者手当� 

⑦ 障害児福祉手当� 

⑧ 福祉手当(経過措置分) 

⑨ 	 原爆被爆者諸手当� (医療特別手当.特別手当.

健康管理手当.保健手当)

(注)⑤の特別児童扶養手当については.手当の制度上

の受給者は親または養育者となっておりますが.給

付金は障害児の方が支給対象となります。

園 上記� 1に該当する場合でも，基準日において

生活保護を受けている方や社会福祉施設に入所

されている方などには それぞれの制度から別

途同様の措置(生活保護費に� l万円を加算して支

給する芯との措置)をとることとしておりますの

で.福祉給付金は支給されません。

....~_..与野五Fセ至宝日 Z去三~...三吉町コヨ幸三三吉正_

金
番
号
制
度
が
始
ま
り
、
同

一
の
記

号
番
号
で
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保

険
・
共
済
組
合
の
加
入
記
録
を
整
理

し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
っ

平
成
八
年
度 

(平
成
八
年
四
月

1

平
成
九
年
三
月
)
分
の
保
険
料
で
納

め
忘
れ
の
期
聞
が
あ
る
方
は
、
平
成

九
年
四
月
ま
で
に
、
勝
浦
町
役
場
の

国
民
年
金
係
の
窓
口
ま
た
は
、
指
定
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業
主
が
行
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
現
在
お
持
ち
の
「
年
金
手
帳
」

の
金
融
機
関
で
納
め
ま
し

ょ
う
。

第

一
号
被
保
険
者
で
し
た
が
、
今
春
か
ら
就
職
さ
れ
、

厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
る
と
国
民
年
金
の
第
二
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
を
必
ず
事
業
主
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
平
成
九
年

一
月
か
ら
基
礎
年

社
会
人
と
な
る
み
な
さ
ん
ヘ


厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加
入
手
続
き
は
、
職
場
の
事

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん
は
今
ま
で
、
国
民
年
金
の

お急ぎください

第� 3号被保険者特例届は� 

3月31固まで� f 
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〈槻リ鮒金は次の方に支給されます〉� 

国

固

圏

(介翻齢は次の方に支給されます〉

回

f¥ 

固

圏

r¥ 
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を害生に
受 や 年 し

大
学
を
卒
業
す
れ
ば
、
サ
ラ
リ
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と
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厚
生
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金
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険
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の
で
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の
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か
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ら亡保お
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ない等と
いうに
場事加在
合故入学
が が し 中
あ起ての
りきかみ

基準日において65歳以上の方� (昭和� 7年� 2月� 

1日以前に生まれた方)で，平成8年度分の個

人の町民税が課されなかった方(ご本人が，他

の方の平成� 8年度分の町民税額の算定に際し，

控除対象配偶者または扶養親族怠っている場合

は，当該他の方に平成� 8年度分の町民税が課さ

れなかった場合に限ります。)が対象となります。

上記� lに該当する場合でも，福祉給付金の取

扱いと同様に生活保護を受けている方などには

支給されません。

また，同一の方が前記の福祉給付金の支給要

件に該当する場合には，特別給付金は支給され

ません。

対象になると思われる方には� 

3月8固までにご案内します。� 

責申請手続きは，

勝浦町役場住民福祉課で

行っています。

貴最終締切りは� 3月25日です。

基準日において，生活保護を受けている方力¥

あるいは平成8年度分の町民税所得割が課され

なかった方� (ご本人が，他の方の平成� 8年度分

の町民税額の算定に際し.控除対象配偶者また

は扶養親族となっている場合は，当該他の方に

平成� 8年度分の町民税所得割が課されなかった

場合に限ります。)で次のいすれかに該当する方

が対象となります。� 

① 	 基準日において，平成8年8月 1日以前か

らねたきりまたは痴ほう等の状態にあるため

常時の介護を必要としている65歳以上の方� 

(昭和� 7年2月� 1日以前に生まれた方) 

② 	 本年2月分の特別障害者手当.障害児福祉

手当または福祉手当� (経過措置分)を受給で

きる方

ただし.基準日において，病院，診療所また

は老人保健施設に平成8年10月31日以前から継

続して入院または入所している方.特別養護老

人ホームなどの社会福祉施設に入所している方� 

(養護委託をされているおとしよりの方を含み

ます。)には，介護福祉金は支給されません。

介護福祉金は.福祉給付金や特別給付金と異

なって.ねたきりのおとしよりなどに対する在

宅介護の支援を目的として支給されるととから，

同一人の方が福祉給付金や特別給付金の支給要

件に該当する場合でも支給の対象となります。
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3月の保健行事	 お問い合わせは環境衛生課保健婦まで

~ 	 持参する
もの他者象女す所場受付 時 間 �  

'" 

自主健� 康 本目 言集 9 :30~ 11 :00 棚野集会所 	 住 民� 健康手帳

農村環境改善 -平成�  7年12月� 1日から平成�  8年11月� 予診巣

幼児ツベルクリン反応検査 13 : 30~ 15:00 30日までに生まれた子 予防按細手帳* セ ン ター 	 ・4歳未満でまだ按種 を受けていない子 母子健康手帳

9 : 30~ 11:00 石原集会所�  

6 木 健 康 本目 5炎 般 住 民 健康手帳

13 : 30~ 1 5:00 沼 江 集会所 
  

J ツベルクリン反応判定及び� 農村環境改善
、� 
7 金� B C G 接 種

1 3:30~ 15 : 00 	
セ ンタ ー

5日にツベルタリン検査を受けた子 予 診票�  

農村環境改善 コレステ ロール，中世� :n旨目方
10 月� コ レ ステ ロール教室 9 :OO~10:00 

セ ン ター�  に異 常が認められ る人
健康手帳� 

9 : 30~ 11 :00 山西集会所�  

12 
 水 キ目 住 民 健康手帳三 抗

日火

13:30~ 15:00 掛 谷 集会所�  

自支健 康

今 山ふ れあい
9 : 30~ 11:00 

交 流館
13 木� 住 民 健康子帳健 康 中目 員炎	 般

13 : 30~ 15 : 00 生名セ ンタ ー� 

H 7 .10 .1から H8 .3 .31 
14 金 1 歳 児 健 康 診 査 13 : 30~ 14:30 日券 浦病院�  までに生まれた子

母子健康手帳

9 : 30~ 11:00 中角集会所�  

18
 キ目 住 民 健康手帳火� 百炎	 般健 康
13:30~ 15:00 久国集会所�  

農村環境改善
9 :30~ 11 :00 

セ ンター
19
 キ目 呈!J.(

ロ9< 住 民 健康手帳水� 般健 康
¥Jl 13:30~ 1 5:00 	 星 谷集会所�  

苦!J.(21 金 健 康 中目 R9< 13:30~ 15 : 00 中山集会所�  般 住 民 健康手帳

10:00~ 11 : 30 勝浦会館�  
ヨ 慌26 水� 健 康 本目 両i)(	 自生 住 民 健康手帳

13 :30~15 :00 横瀬集会所�  

27 木� 健 康 キ日 員炎 13:30~ 15 : 00 坂本集会所�  般 住 民 健康手帳

地
域
保
健
法
の
制
定
に
よ
り
、

母
子
保
健
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
平
成
九
年
四
月
か
ら
今
ま

で
行
っ
て
い
た
母
子
保
健
事
業

を
一
貫
し
て
、
市
町
村
で
実
施

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

主
な
事
業
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

-
妊
産
婦
健
康
診
査
、
乳
児
健

康
診
査

-
妊
産
婦
、
新
生
児
訪
問
指
導

・
三
歳
児
健
康
診
査

-
一
般
的
な
栄
養
指
導

※
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は
、

勝
浦
町
役
場
保
健
婦
ま
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
宮
二
|
二
五
一
一
)

困

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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風
物
詩
と
も
言
わ
れ
る
「
花
粉
症
」
。

花
粉
症
に
悩
む
人
は
急
速
に
増
え
、

現
在
で
は
日
本
人
の
十
人
に

一
人
が

花
粉
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

花
粉
症
の
原
理
は
、
花
粉
を
吸
い

込
ん
だ
り
、
触
れ
た
り
し
た
と
き
に

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
生
じ
る
こ
と
に

よ
り
お
こ
り
ま
す
。
人
の
か
ら
だ
に

は
、
異
物 

(抗
原
と
い
う
)
の
進
入

に
対
し
て
抗
体
を
つ
く
り
、
異
物
を

除
こ
う
と
す
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま

す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
こ
の
働
き
が

過
剰
に
な
り
、
害
の
な
い
も
の
に
ま

で
反
応
し
て
し
ま
う
こ
と
を
い
い
ま

す
。
花
粉
症
の
原
因
に
な
る
花
粉
は

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ブ
タ
ク
サ
等
様
々

で
す
。

花
粉
症
の
主
な
症
状
は
、
く
し
ゃ

み
、
鼻
水
、
鼻
守つ
ま
り
、
目
の
か
ゆ

み
、
涙
が
出
る
等
で
す
。
こ
れ
ら
の

症
状
は
、
風
邪
や
、
ダ
ニ
・
ハ
ウ
ス

ダ
ス
ト
が
原
因
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
等
と
似
て
い
る
た
め
、
症
状
だ
け

で
自
分
で
判
断
せ
ず
、
医
療
機
関
で

ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
を
受
け
、
花
粉
症

の
診
断
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
を

特
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

f曝
陸

信

長

凶 

f¥ 

A
7

‘
〉
に	  

、、‘


n
u
u
f
E
f

f
E

2-3固

全身

v 

。

や
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
季
節
の

花
粉
症
は

一
度
発
症
す
る
と
、
完

全
に
治
す
の
は
難
し
い
病
気
で
す
が
、

薬
の
服
用
や
日
常
生
活
の
予
防
等
で

か
な
り
症
状
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

かぜと花粉症の違い~う	 ED  
熱
ある。微熱 型車水

始終サラサラの

水のような'水。
ポタポタ出続ける。

時には高黙も

くしゃみくしゃみ
激しい。時にはそれほど激しく
連続10数回も。芯い，あっても� 

弱くてく'ったり	 全身
症状の出ていな
いときは比鞍的

元気。

④� ③� ② 
だにし 顔服 し外 頃た れに
け入 ま家 、に帰ょ出ま、た外�  32
窓りしの目 つ 宅う時で一風出誌
や 込 ょ中、い時 。聞は日の計半
戸まうは鼻た、 を最の強固識

な 。 、を花家 ずも内いを」
聞いま こ洗 粉に ら花で日た 主主
めよたまうを入 す粉もはでめ
てう、め 。よる 等が畳要る情
お、花に く前 工飛か注 。報
くで粉掃 はに 夫 ぶ ら意よを 

。きが 除 た髪 しの 三 。くも 

る家を き や。まで時ま晴と 
  

γt
f泌:蝿;掛ゐ治州通� 議沿っ当正当LI正I

\..，..，.哨伊 III'~. I .州l剛伊仰向問問川町川剛‘川内刷町内町内側川川町内町内町内川町..1 

1月かう� 2月にかけて，町内愛育班単位に母と子の健康教室を実施し，おや

つを含め幼児期の栄養について考えてきました。

しかし，都合で参加できなかったお母さん方のために，おやつを与える時の

ポイントについてあげてみましたので， 参考にしましょう。

幼児期は心身共に発育・発達がおう盛で運動面も活発となります。

この時期は，身体が小さく胃の働きが弱いので 三度の食事でとりきれない

栄養分をおやつで補う必要があります。

*おやつの献立例� 

0適当にかさがあって消化のはやい食品を選13¥。� 

O 濃い着色のあるものはさける。� 

O昧の濃いもの，甘すぎるものはさげる。� 

0衛生的にも.栄養的にも愛情豊かなお母さんの手作りおやつが一番。� 

0食事のさまたげにならないよう.一日の食べものの10%程度が適当。
女手づくりおやつの例 くかぼちゃかん〉� 

1個分:熱量60Kcal 蛋白質2.1g 脂質� O 糖質13.7gカルシウム67昭

⑤
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
規
則
正	

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

し
い
日
常
生
活
に
努
め
る
。

。

r---

、

I

回

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活

⑥
ス
ト
レ
ス
の
解
消
法
を
見
つ
け	

は
、
体
質
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

た
り
、
薄
着
や
運
動
を
し
て
体
力

の
増
進
に
努
め
る
等
自
律
神
経
の

今
年
は
、
昨
年
の
夏
の
晴
天
に
よ

鍛
練
を
行

っ
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体

り
、
花
粉
の
飛
散
量
も
増
加
す
る
と

質
を
改
善
し
ま
す

言
わ
れ
て
い
ま
す

花
粉
症
の
方
は
、

⑦
日
常
の
食
生
活
で
は
、
刺
激
の

花
粉
が
飛
ぶ
シ
ー
ズ
ン
前
か
ら
の
予

あ
る
も
の
を
避
け
る
、
食
品
添
加

防
的
治
療
や
、
日
常
生
活
で
の
自
己

物
の
多
く
含
ま
れ
る
も
の
を
と
ら

管
理
を
行

っ
て
花
粉
症
と
上
手
に
付

な
い
、
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
い
等

き
合
う
方
法
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

花
粉
症
に

つ
い
て 

花
粉
症
に
使
う
薬
は
大
き
く
分
け

て
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
抗
ア
レ
ル
ギ

ー
薬
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
三
種
類
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
薬
を
症
状
や
治
療

方
法
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
予
防
方
法
は、

①
外
出
時
に
は
、
マ
ス
ク
、
眼
鏡

を
使
い
、
鼻
や
自
に
花
粉
が
入
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。 

キオ 料� 8人分(g) 作 り 方

かぼちゃ� 240①かぼちゃは種と皮を除いて切り，蒸し器で柔うか

スキムミルク� 40 くなるまで蒸し.丁寧につぶしておく。� 
水(お湯) 400cc(2cup)@スキ山間市町1;:1J'け 横 一

砂糖� 60 て煮溶かし.砂糖とかぼちゃを混ぜ 1~2分煮る

粉寒天� 8 ③型に流し入れて冷し固める。	 

MUS04
テキストボックス
保健婦だより

MUS04
テキストボックス
幼児期の栄養おやつについて

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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国民健康保険被保険者証の更新をお忘れなく


月 日 平成�  9 年� 3 月� 31 日(月)

地 区 場; 所 時 間 地 区 場 所

石原 ・沼江 沼江センター 午前� 9 :00-9 :50 坂 本 坂本集会所

掛谷・山西� 
今山

J A 
生比奈支所

午前10:00-10:50 坂 本� 
J A 
坂本事業所

中 角 農村婦人の家 午前ll: OO-ll: 50 与 川内�  
J A 
与川内事業所

黒 岩 勝浦会館 午後� 1 :00-1 :50 横 瀬� 
J A 
本 所

星 谷 星谷集会所 午後� 2 :00-2 :50 中 山 中山集会所

生 名 生名センター 午後� 3 :00-3 :50 棚野・立川 棚野集会所� 

※ 久園地区は勝浦町役場税務保険課で行います。� 

※ 4月� 1日以降は町役場税務保険課で行います。� 

国保に加入している方は 所得がない方でも申告が必要です。

現
在
交
付
し
て
い
る
被
保
険
者
証
は
、
三
月
三
十
一
日
で
有
効


期
限
が
満
了
し
ま
す
。


し
た
が
っ
て
四
月

一
日
以
降
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
で
な
け


れ
ば
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。


つ
き
ま
し
て
は
、
つ
、
ぎ
の
日
程
の
と
お
り
係
員
が
出
向
き
更
新


を
行
い
ま
す
か
ら
、

必
ず
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
証
を


ご
持
参
く
だ
さ
い
。


な
お
、
被
保
険
者
の
方
で
異
動
(
出
生
・
死
亡

・
転
出
・
他
の

健
康
保
険
加
入
等
)
が
あ

っ
た
場
合
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

役
場
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

まだ，平成� 8年分の申告を済まされてない方は� 3月17固までに必ず済ませてください。

申告を済ませていないと保険税の減額が受けられませんので ご注意ください。

被保険者証の正しL、とりあっかいを知っておきましよう。
肯新しい被保険者証を受けとったら *被保険者証を使用するときの注意

-住所，氏名，生年月 -被保険者証は他人に貸したり， 効

え

新

有

使

更

ぎ

期

を

，
侃
川
し
主

の

ん

続

�

 

限
せ
手

刑
来
日
�
 

。
き
�
 

罰
割
�
 

期

ま

の

期
切
=
〆

2
Fh
lU

証

の

者

も
険

の

保

れ
被

ぎ
-
こ
良

4
2
'
n
D
'

借りたりしてはいけません。日などに誤りがない

か確かめましょう。 蓄積
h

a
'
d
R
V
 


J

V


-コピーした被保険者証は使え -治療を受けたあとは.必す、手

ません。 元に保管しておきましょう。� 

(保管の場所をきめておくと使

を

し

項

ま
事

き

意

お

注

で
の

ん

面

読

裏

く

う

・

よ

よ

un

-被保険者証の記号，
いやすいです)

番号を確認して，忘 被れすに記録しておき θ
議きか

ましょう。

園

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

MUS04
テキストボックス
被保険者証の正しいとりあつかいを知っておきましょう

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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老人デイ・ケア“コスモス"

平成9年4月1日オープレ
当院北側に建設していました機能訓練施設が完成し.4月1日オー

プンすることになりました。ついては希望者を募っていますo 

V 1..//I~ 

f¥

r司、

「対象となる方・・・・・・」

老人医療を受けている方で 脳血管障害であると

医師が認めた人。

歩行が可能で.言葉の対応ができる方です。

「費用は・・・・・・」

外来診療と同じ扱いで，現在は� 1カ月1，020円です。� 

(9年5月に改正が予定されています。)昼食もつい

ています。

手芸などの材料費は，実費負担です。

とづ釘口口口l

民也九ムー斗-zsμ 病院の専用車で送り迎え

いたします。

団

「デイ・ケアとは……」

心身に障害のあるお年寄りを昼間お預りし，健康

チ工ツク，リハビリ，レクリ工ーション，手芸など

をして，一日を楽しく過ごしていただく所です。

参加希望等，詳細については，勝浦病院まで(宮� 2-2555)へお問合せください。� 

MUS04
テキストボックス
勝浦病院から
老人デイケア　コスモス
平成9年4月1日オープン

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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大
字
三
渓

字
日
浦

中
岡

大
字
沼
江
宮
本

字
車
ノ
ロ1~舎 ω
 

大

字

久

国

字

国

光

湊

政

雄

(

四

歳

)

大{子
三
遺
子
上
川
原
亀
井
龍
雄
(
臼
歳
)

大
学
坂
本
字
久
保
新
居
マ
サ
子
(
加
歳
)

大
字
坂
本
字
臼
浦
大
谷
重
雄
(
釘
歳
)

大
字
星
笠
子
大
明
神
古
田
良
子
(
臼
歳
)

善

意
あ
り
が
と
， 
Aλ
ご
ざ
い
ま
し
た

1
月
刊
日

1
2
月
日
日

岩
崎
武
司
さ
ん
(
中
山
)

麻
植
伸
次
郎
さ
ん
(
中
角
)

亀
井
花
枝
さ
ん
(
横
瀬
)

清
水
孝
志
さ
ん
(
横
瀬
)

中
瀬
進
之
さ
ん
(
横
瀬
)

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

匿

名

(

中
角
)

匿

名 

(掛
谷
)

匿

名 

(横
瀬
)

匿

名

(

沼

江

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
月
間
日

1
2

里子� 田野

志正靖憲

津文子市

救
急
患
者
輸
送
業
務

業
務
委
託
先
の
電
話
番
号
(
二
|

二 

六
八
)
で
し
た
が
、
平
成
九
年

四
月
一
日
か
ら
町
管
理
の
二
|
二
五

に
変
わ
り
ま
す
。
間
違
わ
な
い

O
O O

にJ

v-v-

(
四
月
か
ら
)

一
一
|
二
五 

O
O

An
S
A
V

。


夜間救急当番表�  勝浦会館 3月行事

電
話
番
号
は

月
日
日
(
敬
称
略
)

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ヘ
大
字
棚
聖
子
西
久
保
河

/

大

阪

市

森

¥
大
字
久
国
字
国
光
谷

/

阿

南

市

天

よ
う
、
ま
た
正
し
く
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

由
光
/
長
男 

す
げ

憲

子

¥

良

介

祥
敬
ノ
長
女

千

秋

¥

茜

-

め

-

り

③⑨ 
心配ごと相談

-日時 3月7日(到� 

3月14日(創� 

3月21日樹� 

3月28日(創

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センタ� -2階

ね

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
渓
字
樫
測
十
桑
原
フ
ミ
ヱ
(
制
歳
)

大
字
三
渓
字
溝
内
岩
崎
一
之
(
刀
歳
)

大
字
中
角
字
平
山
原
田
ト
ク
(
訂
歳
)

大
字
三
渓
字
寺
谷

清
水
シ
ゲ
ノ
(
幻
歳
)

教室名 実 施 日 時 間

陶
→→， 6 13 27 

午後� 7:30-τt>; 
木 木 木

着付け� 
7 21 

午後� 8:00-
金 金

ーz←rφ-
6 13 27 

午後� 7:30-手
木 木 木

踊� 
12 19 26 

午後� 8:00-り� 
71'<. 71'<. 水

生け花� 
5 21 

午後� 8:00-
金

習 ，子~・ 
7 14 21 28 

午後� 7:00-
金 金 金 金� 

8 13 27 木曜日は午後� l時

大正琴
土 木 木

土隈日は
午後� 611寺30分から

今月は20日が閉庁日となりますので，

3月②日 山西医院�  2-3027 

3月� 4日 勝浦病院�  2-2555 

3月� 6日 湯浅医院�  2-2003 

3月� 8日 勝浦病院�  2-2555 

3月10日 赤岩医院�  2-2006 

3月12日 勝浦病院�  2-2555 

3月14日 上勝診療所� 6-0302 

3月⑬日 勝浦病院�  2-2555 

3月18日 上勝第二診療所� 5-0152 

3月⑫日 勝浦 病院�  2-2555 

3月22日 山西医院�  2-3027 

3月24日 勝浦病院�  2-2555 

3月26日 湯浅 医院�  2-2003 

3月28日 勝浦病院�  2-2555 

3月⑩日 赤岩医院�  2-2006 |平日でも受付しており

ますので お気軽叶
平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで 問い合わせください。� 変更があります。

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで 参加者は間違えないようにしてください。� 
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